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　秋も深まってまいりました。第 70回日本臨床眼科学会も終了したばかりで，勉学意欲に燃えて
いらっしゃる方も多いかと思います。本号も盛り沢山で，どの項から読んでいこうかと迷うとこ
ろです。今月の特集は，本誌編集委員・坂本教授の企画，「美しさを追求する眼形成」です。序文
に書かれているように，眼形成では技術的課題のみならず，個人の美的感覚の違いという美しさ
のゴールの違いが，白内障手術におけるよく見えるというゴールとは異なるものだということ
で，さらに手術を難しくしているわけですが，まずは忠実にエキスパートのマネをしていくこと
が得策かと思われるので，本特集を参考にして美しい眼形成手術をマスターしていただきたいと
思います。
　今月の話題「間違いだらけの臨床研究」は，一般臨床家でも学会発表や論文投稿で，最近ちょっ
と気になる事項について述べられています。臨床研究とは，ヒトを対象としたすべての研究であ
り，我々が行っている症例報告も含みます。臨床研究にはさらに「介入」があるかないかで，臨
床試験という位置づけになるか決まります。「介入」は適応内の治療や手術手技，検査でも，治療
薬やその方法の選択を割り付ければ起こることであり，大学病院でもクリニックでも同様です。
「介入」ならば，患者の同意のみならず，倫理委員会または IRBの承認，UMINへの登録が必要
なわけです。今秋，臨床研究に関する法制化が見込まれているなかで，我々も知識を深めていか
なければならないわけですから，理解しにくい事項を日常用語でわかりやすく書かれている本稿
で，まずは基本的知識を増やしていきましょう。
　いつものように，連載の「熱血討論！緑内障道場―診断・治療の一手ご指南」，「蛍光眼底造影
クリニカルカンファレンス」，「目指せ！眼の形成外科エキスパート」もお見逃しなく，ご熟読く
ださい。 （寺崎浩子）
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